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千代田区子育て・教育ビジョン 基本理念「子どもの健やかな育ちをまち全体で支援し、一人ひとりの可能性を最大限に伸ばす」 

基本的方向性 
豊かな心を育て、多様性を認め合う人を育む教育の推進（いじめの防止対策の推進） 
子どもの多様なニーズに応じた教育環境・相談体制の整備（不登校対策の充実） 

「学校いじめ対策委員
会（生活指導部等）」 
いじめ事案に対して関
係教職員が集まり、調
査及び対応を協議しま
す。教育委員会とも連
携して早期解決を図り
ます。 

「校内教育支援センター（スペシャ
ルサポートルーム）の設置」 
自分のクラスに入りづらい児童・

生徒が落ち着いた空間の中で自分
に合ったペースで学習・生活できる
環境を学校内に設置する。教科の特
性や学習状況に応じて学級から配
信されるオンライン授業に一人一
台端末を活用して受けることもで
きます。 

「アンケート調査の実
施」 
ふれあい月間等を利用
して定期的にいじめの
アンケートを実施し、
いじめの早期発見、早
期解決に活用していま
す。 

「いじめチェックポイ
ントを活用した日常観
察」 
ふれあい月間等を利用
早期発見のためのチェ
ックポイントをリスト
アップし、子どもの観
察に努めています。 

「いじめに関する校内
研修の実施」 
いじめについて教員が
共通理解を図り、いじ
め問題の対応の仕方等
を研修しています。 

「学校いじめ防止基本
方針の策定」 
千代田区いじめ防止基
本方針に基づき、全小
中学校でいじめ防止基
本方針を策定し、ホー
ムページに公表してい
ます。 

各校の取組 

           

「スクールカウンセラーによる児童・
生徒の全員面接」 
小学校は原則５年生、中・中等教育
学校 1,4年を対象に実施します。面
接の後、個別に相談を継続する児童
・生徒もいます。 

「スクールライフ・サポ
ーターの派遣」 
多様な地域人材が小
学校で子どもの学校
生活を教師と共に見
守ります。 

「スクールカウンセラー
の派遣と教育相談」 
臨床心理士が区立の
保育園・幼稚園・小・
中・中等教育学校・児
童館で相談を受け付
けます。 

「心の教育コーディ
ネーターの派遣」 
道徳の専門家が学
校の道徳の授業を
充実・改善し、心の
教育を推進してい
ます。 

「フレンドシップサポ
ート事業の実施」 
学級担任とスクール
カウンセラーが、子
どものストレスコント
ロール力やコミュニ
ケーション能力を高
めています。 

「健全育成サポートチ
ームの全校設置」 
学校だけで対応しきれ
ないいじめに対応する
ため、外部の専門家を
活用したサポートチー
ムを設置しました。 

外部人材・専門家の活用 

「いじめ・悩み 
相談ホットライン」 
いじめや悩みについ
て電話での相談を受
け付けます。いつでも
どなたでも使用でき
ます。 

「スクールソーシャルワ
ーカーの設置と活用」 
いじめのある学校へ出向
いたり、家庭と連携をと
ったりして、それぞれの
ケースに応じて適切な関
連機関につなげます。 

「はくちょう教室（適
応指導教室）の機能拡
充」 
不登校児童・生徒の居
場所としての役割を果
たす。集団生活への適
応、情緒の安定、基礎学
力の補充を等の指導を
行う。校種別の部屋を
備えています。 

「いじめ防止に向けた通知
の配布や研修の実施」 
各学校へいじめ防止の留意
点を示した文書を通知した
り、担当教員等を対象にした
研修会を実施したりしてい
ます。特に生活指導主任会で
は、関係諸機関との連携や各
校の情報交換を行っていま
す。 

「いじめ相談レタ
ーの配布」 
年２回配布し、学校
や周りの人などに
相談できないいじ
めの相談を受け付
けます。手紙は専門
家が回答していま
す。 

「心の天気のアプリ
の活用」 
１人１台端末を活用
した心や体調の変化
を早期発見し、早期対
応できるようにしま
す。 

「バーチャル・ラーニング・プラ
ットフォーム（VLP）の設置」 
３D メタバース空間により構築
されたバーチャル空間であり、PC
やタブレットなど GIGA端末を通
してアバターを操作し、コミュ
ニケーションをとることができ
る。また、学習コンテンツを利用
した学びを実現することができ
ます。 

教育委員会の取組 

別紙① 

令和７年度（新規・拡充事業） 
➀校内教育支援センター推進モデル校（富士見小） 
➁校内教育支援センター環境整備（全校） 

「チャレンジクラ
スの設置」 
神田一橋中学校に
不登校生徒が安心
して学校生活を送
ることができる少
人数の学級を設置
し、柔軟な対応と支
援を行います。 

令和８年度（新規事業） 


